
 

長坂校区 

 

◆校区の概況 
（平成 17 年 3月現在）

人口 ・ 世帯数 ８，６９６人 ・ ３，４１３世帯 

高齢者人口 １，６３２人 

高齢化率 １８．７７％ 

ひとり暮らし高齢者数 ３７３人 

高齢世帯 ２８０世帯 

主な校区活動場所 各町会館や老人集会所 

校区の特徴 支部ごとに対象者にあわせて工夫を凝らし、お花見会や盆踊り、秋祭

りなど季節ごとの催しや研修などさまざまな活動をしています。 

地域福祉活動の状況 

 

＊ 小地域ネットワーク活動（個別支援・グループ支援） 

＊ 新任ボランティア講座 

＊ 機関紙『ほっとけん長坂』の発行と全戸配布 

＊ 長坂小学校運動会への参加協力 

＊ 福祉施設見学会 

＊ 長坂小学校児童高齢者世代間交流会 

＊ 福祉施設見学会 

＊ 事務局長研修会 

長坂地区福祉委員会  
ネット対象者･個別・グループ支援活動・協力員一覧（16 年度報告より） 

個別支援活動 グループ支援活動 

参加者内訳 

 

ネット数 延べ回数 延べ人数 回数 
対象者数 関係者数 

登録 

協力員 

新泉ヶ丘 １３ ２２ ２６ １２ １７５ ５９ １０ 

泉ヶ丘 ２９ ３６９２ ３６９２ ６ １９７ ８４ ４４ 

南長坂 １７ １２９ ３０８ １９ ５０９ ３４２ １９ 

下瓦屋南町 ２９ ３１９ ９７８ ３８ ５０５ １４６ ８ 

鶴原北住宅 ２４ ８９ １５０ １２ １２４ ６７ １７ 

貝田町 １４ １１２ ９４ ６ １５４ ８０ １０ 

新家町 １４ ２６４ ３８４ ８ １５７ １４４ ２７ 

鶴原東町 ５８ ８６３５ １２７７８ ２７ １５６３ ４３２ ３８ 

見出住宅 ２７ １３４９ １３４９ ３０ ２４１ １２５ ７ 

長坂地区（全体）    ２ １６０ ５１ 

合計 ２２５ １４６１１ １９７５９ １６０ ３７８５ １５３０ １８０



◆検討会の開催状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ワークショップの内容について（検討会での意見交換の中から、一例を紹介します） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催日 平成 17 年１月 25 日（土） 開催会場 泉佐野人権文化センター 参加人数 48 人 

＜主な意見＞ 

 一人暮らしの高齢者のお手伝いについて、トラブルにならない

か 

 近所付き合いが薄れ、一人暮らしの高齢者が生活に不安を感じ

る 

 子どもの登下校時が危ない 

 中学校が荒れている 

 子どもの虐待の話を耳にする 

 

～主に高齢者と子どもに関する意見が出ました。さまざまな問題に対して、近隣との付き合いの中で解決

していこうという考えの人が多く、子どもの安全については地域でのパトロールの強化など、積極的な取

組み案が出ていました。また、ボランティア活動に若い人を参加させるにはどうすればいいのかなど、真

剣に意見交換がされ、活気あふれる検討会となりました。～ 

解決するには… 地域の中で、問題と思うこと 

 一人暮らしの高齢者の生活支援について、ど

こまで踏み込んでいいのか。またトラブルを

防ぐにはどうすればいいか 

家の中のこと（重い物の移動や、掃除など）は、

気軽に行なう。ただし、買い物など、お金が関わ

ることは、二人で行動する 

若い人が参加できるような魅力のある活動の

場を提供できるよう、ふれあいの場をつくる  
 
 
 

 高齢者のボランティアに若い人がいない 

積極的に話をするなど、地域で近隣に関心

をもって付き合うようにする  
 

 
 

 高齢になり、一人暮らしは不安 

 高齢者同士の友達がいない 

近隣で、日頃から子どもに関心をもつようにする。ま

た、子どもを守るために地域でのパトロールを行なう

 

 
 
 
 

 子どもの登下校時の安全確保 

 子どもの虐待の話を耳にする 


